
2014年

6月20日（金）～8月3日（日）
月曜休館。7月21日（月･祝）開館、翌22日（火）休館。　　
開館時間　9時30分～ 17時

講演・作品解説

申込方法

徳島県立文学書道館

講演 6月22日（日） 13時～ 13時50分   
 講師 黒田賢一氏（正筆会会長）
 〃  大西きくゑ氏（正筆会副会長）
作品解説 6月22日（日） 14時10分～ 15時
 講師 山根亙清氏（正筆会理事長）
 〃  野田正行氏（正筆会副理事長）
 ＊申込方法は、左下欄をご覧ください。

講演「奥深い墨の世界～墨のひみつ～」
7月20日（日） 14時～ 15時30分 
講師 松井重憲氏（（株）墨運堂 相談役）
＊申込方法は、下欄をご覧ください。

席上揮毫会
7月27日（日） 14時～ 
出品者による席上揮毫会です。
＊入場無料です。

実習「無限の彩り～墨のふしぎ～」
7月25日（金） 14時～ 15時30分 
講師 川崎茂和氏（（株）呉竹 営業部マネージャー）他
定員24名（小学生以上）。準備物不要。申込締切日7月1日（火）。
＊申込方法は、下欄をご覧ください。
　定員を超過した場合は抽選となります。

展示解説
 7月12日（土） 14時～ 14時50分
 講師 坂井孝次氏（福岡教育大学准教授）
 ＊申し込みは不要ですが、観覧券が必要です。

特別展 観覧料
一般510円（400円） 高校・大学生350円（280円） 
小・中学生250円（200円） （　）内は20名以上の団体料金。
小・中・高校生は、土・日・祝日・夏休み期間中は無料。
高齢者（65歳以上）と各障害者手帳をお持ちの方は半額。

主催　徳島県立文学書道館    特別協力　成田山書道美術館 
後援　徳島県教育委員会　徳島新聞社　四国放送　NHK徳島放送局

主催　徳島県立文学書道館 
後援　徳島県教育委員会　徳島新聞社　四国放送　NHK徳島放送局
　　　徳島県美術家協会　徳島県書道協会

往復はがきに、ご希望の講演名等・郵便番号・住所・氏名
（ふりがな）・電話番号・年齢を明記して郵送してください。
当館１階受付でも申し込めます。

〒770-0807 徳島市中前川町 2丁目 22-1
電話 088-625-7485　FAX 088-625-7540
URL http://www.bungakushodo.jp
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◆交通アクセス〔ＪＲ徳島駅から〕 ◆展示のお知らせ

作品に驚くほど多彩な展開をみせた西谷卯木（明治 37 ～ 昭和 53年）。それらの作は、今

も色あせないばかりか斬新で鮮烈、一作ごとに強く深い感動を与えます。卯木は、古筆

はもとより、本阿弥光悦、良寬、墨跡、さらには絵画まで多くの名品を渉猟し、その透

徹した分析力で美の特質を解析、自己のものとしました。

このたび成田山書道美術館の特別協力によって卯木の傑作 37点を展示します。

書の多様性とさらなる可能性を明示し、心に響く数々の名品をご覧ください。

昨年の「筆にこだわった書道展」に続き、この度は「墨」にスポットを

あて開催します。墨は、濃淡によって驚くほどの色の違いを見ることが

できますが、「墨に七彩あり」といわれるように、黒色の中にも、青・

紫・茶などの微かな色が見いだせます。また「墨を惜しむこと金の如し」

ともいわれ、古来から墨は大切な用材でありました。

本展では、徳島県内で活躍する22人の作品を展示するほか、揮毫に使われ

た墨とその色見本、さらに揮毫者による「作品のみどころ」「工夫した点」

も紹介します。墨の視点から書をご堪能ください。

－鬼才が放つかなの美－

出品者

東　　弥生
荒井　彭仙
岩本　志豪
太田　仙鳩
亀石　文苑
日下　溪翠
竹田　和代 

多田　清芳
玉城　乾香
田村　昇鶴
辻　　紅雲
富久　鳴泉
中尾　勝子
西　　南龍
福永　美泉 

前川　古舟
三浦　富美代
三木　敬宇
蓑毛　个庵
山口　華城
宮守　崇流
向井　京子

（五十音順・敬称略）

徳島県立文学書道館
〒770-0807 徳島市中前川町 2 丁目 22-1
電話 088-625-7485　FAX 088-625-7540
URL http://www.bungakushodo.jp

徒歩　約15分
JR徳島駅西側のポッポ街を抜け右折します。

踏切と助任川を渡り、3つめの信号交差点を

右折し約300ｍ。徳島中学校東隣。

バス

〔徳島市営バス〕7番乗り場「川内循環線（右回り）」

に乗車し「吉野本町2丁目」下車、徒歩約5分。

〔徳島バス〕2番乗り場「前川経由」に乗車し

「吉野本町2丁目」下車、徒歩約5分。

タクシー・自動車  約5分
国道192号線、藍場町交差点を北進、助任川を渡り

4つめの信号を右折し約300ｍ。

当館北側に駐車場があります（43台・大型バス2台）。

5 月 27 日～ 10 月 1 日

書道収蔵品紹介

2014 年 夏の収蔵品展 ―書画を楽しむ―

10 月 4 日～ 11 月 12 日

書道特別展 小坂奇石と川村驥山
―「線の行者・奇石」と「酒仙・驥山」の書―
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